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31.呈躍で行なった大捷吾頚部肉親目骨折および転子関
膏折の治察備の検討
。堀井文千代，加藤義治(国立静岡〉
当院で加療した大鑓骨頚部内側骨折12症例および外規1
骨折10症例の平均年齢は各々71歳， 76歳である。読者に
は Moorehipらprosthesis，cancellous screw国定を，
後者には mu1tiplepinning法， Ender's nail法， Mc-
Laughlin plate画定を行った。長期臥床は高齢者にと
り合評症を誘起し易く， 致命的となる場合が多々ある
が， Mooreらhipprosthesis，Ender's nail法は早期離
床，早期歩行誤諌が可能な点で， その優秀性を実感し 
こ。f
32.ベイトマン聖人工膏頭のベアリング運動性
。三橋稔(三橋整形〉
昨年に続きベイトマン型人工骨頭使用経験を述べた。
シュミレーション実験と術後の ROMをイメージ透視
下でオッシレーション 500 内ではベアリングがよく働き
これを越えるとアウターヘッドの運動が惹起されること
を映画で示した。寛昔日の破壊や荒廃を防ぐに優秀な人
工骨頭である。 7症新iすべて現在良好であるがさらに経
過を追って報告します。 
33.膏肉彊の北学寮法ーその基礎的研究-
。遠藤富士乗，高田典彦，保高芙ニ
〈千葉県がんセンター〉
館錆慎一郎(富由医薬大・整形〉
骨肉麗に対する系統的全身的化学療法により，治療成
請の向上が認められつつあります。今回在たちは C3ヨ
マウス発生麗療とヌードマウス転移骨肉腫に対し生学療
法を施行したので報告した。結果は対照群と住学寮法群
の間に統計的存意差を腫蕩増大曲隷において認めた。
さらに寵床面において， 21入の骨禽彊患者に対し，細
胞性免疫の検索を施行しあわせで報告した。 
33.擁椎蔀に発生せる EpidermoidTumorの1額i
。亀ケ谷真琴，土崖恵一，上野正純
(県立佐原〉
辻陽雄〈富山医薬大〉
症f凡 16歳，女子。主訴は，再下肢脱力及び両足底部
シゼレである。発症後 2カ月で再下月支麓反射完進，下設
病的反射揚陸となったため，援椎穿鵡撞行。その結果，
脊髄彊蕩を疑い， 入院後ただち?こ脊髄造影〈マイオジ
ノーレ〉を諸行。 Th10--τh11に完全ブロックを伴う陰
こ，H週後手傷擁行，硬膜内，髄タ2影欠損像を呈した。 
Th 10よ予 Th11にいたる 4cmX 2 c訟の被膜を存する
麗蕩を，顕微鏡下に完全接出した。 3年後の現在再発は
認められない。 
35.脂蔀硬摸外車麗の lf91J
。矢島敏靖，土Jl秀紀，武内重樹
(清水厚生) 
45歳男性の持発性腹部硬摸外血腫の 1例を経験した。
襲腹部痛を初発とし， 訪日自に跨統直揚障害を Th11 
以下の痛・触党鈍麻を拝う両下肢の強緩性麻惑を呈し
た。脊髄造影;こて完全ブロックを認めたため，稚弓切除
衡を施行し， Th 8下議よ!J Th 11に至る硬膜タト血腫を
除去して，術後良好な結果を得た。脊髄硬護外車腫辻，
急性の脊髄横断麻蓮を来たすが，早期の診新と徐圧によ
って臭好な予後を期待できる。 
36.正堂入上位頚誰iこおiナるレ隷上運動域の 1考察 
0東山義龍(千大)
宮原孝一(国・放射部)
上往頚栓の Instabilityを検討する話的で， レ線上及
び臨床上正常と患われる外来患者 150剖を対象に Mc-
Gregor line を用い， Occipital-atlantal joint及び 
Atlanto-axial joint における前後の棺対的額斜角 Inc-
lination angleを男女別，年齢別に比較検討した。その
結果， 男女別に両者とも差はなく，年齢別に40歳以上群 
(59例)に， Occipital Incli.におけるatlantaljoint・ 
nation angleが増大し(平均笹 Ext.十40 ; Flex. + 
130)，相対的に運動域が減少していた(平均値:90)。 
37. RAにおける膝関宣言レ繰変化一特に膝蓋骨癒変に
ついて-
。勝呂撤，松井宣夫，守崖秀繁
東山義寵，中村勉，斉藤正仁
(千大)
北原宏〈民・理療)
野平勲一(千葉市立) 
RAにおける膝蓋骨病変は，その機能，講造上の点よ
予発生頻度は高い。 classicalRA，definite RA 57例 
117関節につき検討した。 Larsen分類によると軽度 69
%，中等度18%，高度13%であり，内側に骨萎縮56%と
高頻夏に認めた。のう腫は内{員IHこ多く lateralityの高い
症例に多く，外側には，骨椋形成67%と高頻度に認め，
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外側への張力の存在が考えられた。しかしながら膝関節
機能需害との直接的関連は認められなかった。病態とし
ては，ほとんどが混合型を示した。 
38. MuscIe-Pedicle-Bone-Graftの経験

一段関蔀疾患に対しての応毘ー

。岡i崎壮之，友巻賠，鎮島和夫
堂援昭彦，黒田重史 (J1I鉄)
大捷骨頚部内鎖骨訴を中心に， 話 eyerが述べた方形
第の有茎骨移植を昭和52年よラ採用し， 6例にこの手衡
を経験した。われわれのまとめとしては， 1.内保骨折
詰受傷後牟るべく早く，軽い内旋症にて直達牽引する。 
2.手俸泣 2週間以内にしている。 3.予後の悪い20-
40歳イ立の若年者に最も有効であろう。 4.骨頭壊死。骨
嚢腫を伴う変股症に応用した。 5. さらにベルテス等の
血流改善を期待する疾患にも応用してみたい。 
39.先天股説観血整復症例 (Ludlo霊法)の検討 
0今井克己， t守内孝，村山憲太
吉野紘玉 〈自立習志野)
昭和 47年以降当院にて Ludlo査法を受けた 59症例・ 
65関節の概要をまとめた。術後 5年以上経過した24症挺 
28関節につきレ義的分析検討を加え， 64%に溝足すべき
結果を得た。手街時ヱ歳未満群と工歳以上群を比較する
と，前者の方が岳蓋角，前捻角，頚体角， CE角とも改
善が良い。成麓不良な症例に対して試措正手術を追却す f
る必要があり，術後 3.， 4年の時期に考産するのが良
し、。 
40.いわゆる先天股説整復に謂する 1考察
。譲原寛体，藤塚充慶，住吉徹是
語津憲一，永顕譲史〈松戸市立) 
Michelson (1972) は幼若家兎の後設を膝イ申展位国定
すると，設脱が発生すると云う実験結果を発表してい
る。
京大石田等泣京都伏見区全壊の薪生克のおむつの当て
方乞従来の方法から下肢が岳畠になヲ自然のまま保持
出来る股おむつ法に変えたところ，設説の発生が約10分
の 1に減った。これは設関節を姐動的に伸展させなかっ
たことが大切な要冒となっていると結論した。
これ等事実を踏まえて，若し藤居曲保持すれば，連動
して設関節は題曲をとるし，そのこと吉体がE見自整復に
結びつかないか検討した。
仮事事 Stocking法(漆屈曲保持装具〉を完全説白劉 7
伊jに使用し， 5伊iに整復治惑を得た。
藤君曲によってもたらされる新しい第ノミランス，すな
わち大腿亘筋の緊張が Hamstringの緊張に対し優位性
をもつことが，脱臼股を整護へ導く大きな要因となって
いると考えたい。
